
第4章 ソフト事業計画

資 料 １（仮称）産業ミュージアム基本計画について

第3章 基本計画の全体像

「れきし」
研究の歴史や

研究者の素顔を追究する

「実証実験」
企業や大学などの

研究・実験に参加する「研究」をテーマとした

ソフト事業

「コミュニティ」
新たな仲間たちと

地域の発展を創造する

「ものづくり」
ものづくりを究めながら、

区産業の魅力を発見する

「あそび」
あそびをきっかけとして

歴史や研究の世界に触れる

「まなび」
この場所ならではの

サイエンスを探求する

ソフト事業計画 施設計画 管理運営計画 収支計画

第２章基本構想に

おける３つの方向性

の観点から、定期的な

アップデートを見据えた

ソフト事業を設計

建造物は国史跡として

長期的に保存しつつ、

ソフト事業のアップデート

を実行するための

複合的な活用方法を

設計

ソフト事業の定期的な

アップデートを支える

管理運営体制と

運営方法の

方針策定

固定費のみに依存しな

い幅広い資金調達

方式を見据えた

収支の方針策定

（１）本構想・計画の方向性を導くストーリー

加賀地域で戦前・戦後・近年まで紡いできた歴史と、その歴史に紐づく板橋区産業の発展や先進的な

科学技術研究等の有形・無形の創造の軌跡こそが産業ミュージアムを取り巻く資源・価値であると捉えていく。

（２）基本計画の全体像

基本理念である「板橋の産業ブランドを向上させるとともに、次世代の産業を担う人材や理系人材を育む

拠点とする」を念頭に置きながら、施設利用者に対して訪れるたびに新たな気付きを与え、産業ミュージアムが進

化し続ける場所となるよう、①ソフト事業計画・②施設計画・③管理運営計画・④収支計画を策定する。

（１）６つのソフト事業の展開

左記の「本構想・計画の方向性を導くストーリー」で示したとおり、「研究のバトンを未来へ継ぎ・繋げる」

「未来への産業の発展・人材の育成に挑む」ことに着眼しながら、「研究」をテーマとしたソフト事業を展開していく。

（２）３つの方向性・主要機能との関係性

第２章の基本構想で設定した産業ミュージアムの方向性・主要機能に対するソフト事業の関係性を以下の

とおり整理する。

加賀藩下屋敷
（1679年～1871年）

火薬研究所・製造所
（1876年～1946年）

理化学研究所
（1946年～2015年）

未来
（2029年～）

戦前 戦後 近年 未来

主
な
取
組

• 藩主と家族の保養の場

• 海防強化のための大砲鋳造

• 博物学・園芸学・洋学の

実践の場

• 火薬の研究

• 火薬の製造

• 宇宙線の連続観測

• 基礎物理学の研究 研究のバトンを未来へ

継ぎ・繋げる

与
え
た
影
響

• 加賀藩の発展 • 軍需産業の発展

• 板橋区産業の発展

（「工都板橋」の淵源）

• 産業に関わる人材集積・

育成

• 基礎物理学の発展

• 日本の科学技術の発展を

担う研究者の育成と輩出

• 日本物理学界の中心地

未来への

産業の発展・

人材の育成に挑む

ものづくり 実証実験 れきし まなび あそびコミュニティ

「陸軍造兵廠火工廠絵はがき」

火工廠板橋火薬製造所

北区立中央図書館所蔵

於平尾御屋敷大砲鋳造之図

個人蔵

ガイガー・ミュラー計数管式

宇宙線計による測定

理化学研究所広報室記念資料室所蔵

板橋区史跡公園（仮称）

基本構想整備イメージ

ものづくり板橋の産業ブランドを

向上させる機能

活用する建造物の

文化財的価値を守りながら、

歴史を発信する機能

次世代の理系・

ものづくり人材の育成機能

①産業の創造 ②文化と歴史の発信 ③教育の深化

ものづくりを中心とした

板橋区の研究・創造の

起点の場として、

区産業の価値を高めていく

日本の産業や科学技術の発展

に貢献したこの地の歴史に

触れる場をつくることで、

シビックプライドの醸成を図っていく

科学技術の研究の面白さと

難しさを自由な発想や実践的な

学びで体験し、将来の科学技術

を支える人材を育んでいく

産業ミュージアム基本計画

3

つ
の
方
向
性

主
要
機
能

ソ
フ
ト
事
業



第4章 ソフト事業計画

（３）6つのソフト事業の概要と具体的なアイデア

板橋区を中心とした産業と技術に触れ、未来を考える事業

➢ 主に小中学生を対象に区内外事業者による体験型のものづくり展示や、ワークショップを

開催する

➢ ものづくり人材の育成につなげる

産業・ものづくり企画展示

探求心を育み、ものづくりの楽しさを

体験することに重点を置いた企業等

との連携による展示

区内外事業者

新技術や新製品の実証実験体験

区内外企業、大学、研究機関等

ものづくりワークショップ

ものづくりの原点を知り、手作業やア

ナログの技術に触れることで、ものづく

りへの理解を深める体験

区内外事業者

次世代のトップ理系人材となり得る子どもたちが学べる事業

➢ 理系人材の育成プログラムやアントレプレナーシップ教育などのプログラムを展開する

➢ 理系への関心が高い小中学生を対象に、ハイレベルな理系知識或いは探求の機会を提

供し、トップ理系人材の育成につなげる

科学の不思議、学習・体験

子どもたちの「なぜ？どうして？」といっ

た好奇心を呼び起こす不思議な現象

を科学的に探究するワークショップ

区内外事業者、研究機関等

アントレプレナーシップ・

探究機会の提供

大学・研究機関や起業家等による

ワークショップ等により、アントレプレナー

シップ醸成やSTEAMへの意欲喚起

大学・研究機関等

トップ理系人材の育成プログラム

トップ理系人材向けセミナー、テーマ設

定による探究活動、物理オリンピック

との連携事業の展開

大学・研究機関等

企業や大学・研究機関、さらには子どもの実証実験の拠点としての事業

➢ 施設利用者が楽しみながら参加できる参加型の実証実験の場として整備する

➢ 新技術や研究のモニタリングなどが行える場とする

産業遺産を保存・展示するだけでなく、「学びの場」として活用する事業

➢ 建造物に残る火薬製造所時代の遺構や、宇宙線・基礎物理学の研究、また研究者たち

について施設利用者にわかりやすく伝えるための展示を行う

➢ 当地の歴史や区産業の歴史を継続して調査し、日々進化する展示を行う

「ひと」と「ひと」がつながり文化が生まれる事業

➢ 企業と企業、研究者や地域がつながることを目的として、地域の発展につながる事業展開

を行い、交流を生み出すことでイノベーションを後押しする

コミュニティラウンジ事業

施設利用者が交流できるラウンジス

ペースを設置。施設企画・利用者

企画による交流イベント

飲食事業者等

コミュニティファーム事業

農を通じたコミュニティの醸成や、企

業、大学等と連携した食と農に関

する事業展開や研究等を行う。

農業法人等

交流ワークショップ

区民・施設利用者・企業・大学等で、

産業ミュージアムから発信する

まちの発展につなげるワークショップ

地域コミュニティ等

子どもたちがのびのび遊べる事業

➢ 公園内に立地する特性を活かし、遊びの要素を提供することで、継続的な施設利用者を

生み出す

➢ 遊びにも研究や実験の要素を加えていく

乳幼児キッズスペース事業

（知育研究の場）

親子で過ごせる乳幼児向けスペース。

知育玩具・絵本など研究者・企業とコラボした知育研究

飲食事業者、出版業者等

あそびを軸にした体験展示

教育関連事業者等

ものづくり

実証実験

れきし

まなび

あそび

コミュニティ

研究活動の軌跡の展示

宇宙線研究の歴史をはじめとした、

理化学研究所の研究者や研究成

果についての展示

研究機関、XR事業者等

ソフト事業概要 事業アイデア

遺構・建造物の展示

研究機関

レール跡などの遺構、建造物の構造

の改変理由や建具の解説等の展示

歴史研究セミナー

旧板橋分所における研究の歴史や、

近代産業史に関する継続的な研究

について、セミナーなどを通じて発信

研究機関

地域のボランティアが“あそびの案内人”となり、

あそびを学びや発見へと導く低年齢向け科学体験

企業や大学の新技術や新製品の実証実験を展開。

利用者参加型の体験を通じた実験の場

ファクトリーツアー

区内外事業者

企業や工場等を見学し、ものづくりの

現場を間近に見ることで、製品に込

められた想いなどを理解する

事業のテーマ（ターゲットにどのような価値を提供するのか）

➢ コンセプト（テーマという目的を達成するために、

どのような方法で実現するか。また、方向性）

具体的な活動

活動の目標

関係者

ソフト事業概要 事業例

ラボ名称

歴史・遺構ファンや観光客、地域住民

地域住民

幼児～小学生低学年、保護者

小中学生、保護者、ものづくりに関心が高い区内外の住民

小中学生、保護者、

小中学生、区内外事業者、大学・研究機関

子ども発明ラボ事業

「いたばし未来の発明王コンテンスト」とのタイアップイ

ベントの開催。子どもたちの研究内容やアイデアの

実証実験の場

区内外事業者、大学・研究機関

メインターゲット
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